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安
積
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
４５
年
が
経
過
し
た
。
今
や

一
線
を
退
き
、
ア
ル
バ
イ
ト

程
度
の
非
常
勤
の
仕
事
と
年

金
で
暮
ら
し
て
い
る
。
も

つ
ぱ
ら
の
生
業
は
こ
の
９
月

で
２
歳
に
な

っ
た
ば
か
り
の
孫
の
遊
び
相
手
で
あ
る
。

活
発
な
男
児
で
、
外
で

一
緒
に
な

っ
て
遊
ん
で
い
る
と

無
茶
ぶ
り
で
流
血
事
件
を
起
こ
し
、
母
親
で
あ
る
わ
が

娘
に
叱
ら
れ
て
い
る
。

思
い
起
こ
せ
ば
同
級
生
か
ら
誘
わ
れ
て
初
め
て
東
京

桑
野
会
に
参
加
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
母
校
創
立
百
周

年
記
念
の
年
で
あ

っ
た
。
年
齢
的
に
は
ま
だ
３０
歳
に
な

る
直
前
で
、
東
京
本
社
勤
務
に
な

っ
て
間
も
な
く
で
も

あ
り
、
仕
事
に
も
子
育
て
に
も
半
人
前
で
余
裕
は
な
く
、

あ
ま
り
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
そ
れ

っ
き
り
の
参
加

で
あ

っ
た
。
そ
の
後
山
口
県
徳
山
市

（現
周
南
市
）

ヘ

の
転
勤
も
あ

っ
た
り
し
、
長
い
期
間
東
京
桑
野
会

へ
の

関
係
を
中
断
し
て
い
た
。
再
度
東
京
本
社
に
転
勤
と
な

り
、
さ
ら
に
４０
歳
代
半
ば
に
な

つ
て
仕
事
に
も
生
活
に

も
余
裕
が
生
ま
れ
、
毎
年
総
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に

な

っ
た
。

祖
父
母
や
両
親
は
ず
い
ぶ
ん
と
前
に
他
界
し
、
兄
弟

姉
妹
四
人
と
も
故
郷
を
離
れ
首
都
圏
や
近
畿
圏
に
生
活

拠
点
を
移
し
た
。
も
は
や

「ふ
る
さ
と
」
と
呼
べ
る
家

は
な
い
。
本
籍
地
も
福
島
県
か
ら
移
動
し
て
し
ま

っ
た
。

郡
山
に
は
叔
母
や
従
兄
弟
姉
妹
た
ち
と
い
っ
た
親
戚
し

か
残

っ
て
お
ら
ず
、
申
し
訳
な
い
と
思
い
つ
つ
も
そ
こ

は
縁
遠
い
場
所
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら

４０
歳
代
に
な

っ
て
、
長
い
間
訪
れ
て
い
な
か

っ
た
母
校

に
四
半
世
紀
ぶ
り
に
立
ち
寄
る
機
会
が
あ
り
、
今
や
安

積
歴
史
博
物
館
と
な

っ
た
旧
本
館
を

一
日
見
て
、　
一
瞬

に
し
て
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
の
だ
。
「本
館
の
あ
の

三
階
の
角
の
教
室
で
勉
強
し
た
ん
だ
。
」
と
い
う
想
い

出
と
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
地

へ
の
郷
愁
に
涙

し
た
の
を
は

つ
き
り
と
憶
え
て
い
る
。
安
積
高
校
に
は

恩
返
し
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ
た
瞬
間

で
も
あ

っ
た
。

私
の
で
き
る
範
囲
で
安
積
に
恩
返
し
で
き
る
も
の
は

な
い
か
と
考
え
、
東
京
桑
野
会
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
始
め
た
の
は
平
成
１４
年

（２
０
０
２
年
）
の
総
会

後
か
ら
で
あ

つ
た
。
そ
う
、
桑
野
会
報
で
も
過
去
紹
介
　
３４

さ
れ
た
、
平
成
１４
年
５
月
２４
日
に
日
白
駅
前
の
居
酒
屋

で
勃
発
し
た

「
い
わ
し
や
事
件
」
が
発
端
で
あ
る
。

（詳
し
く
は
当
桑
野
会
報
３７
号
と
３８
号
を
参
照
。
）
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

へ
の
活
動
で
あ
る
。

斉
藤
英
彦
幹
事
長

（当
時
）

。
現
会
長
代
行

（六
十

九
期
）
と
櫻
井
淳
広
報
部
長

（当
時
）

・
現
副
会
長

（七
十
八
期
）
の
強
力
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
下
、
若
手

を
集
め
て
知
恵
を
出
し
合
い
、
私
の
得
意
分
野
を
発
揮総会で挨拶する古川清会長
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す
る
こ
と
が
で
き
た
。
翌
年
３
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
か
ら
１５
年
半
経
過
し
た
現
在
も
、
無

事
に
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
は
た
い
へ
ん

喜
ば
し
い
。

本
年
６
月
８
日
金
曜
日
、
日
自
の
ホ
テ
ル
椿
山
荘
東

京
に
て
、
平
成
３０
年
度
の
東
京
桑
野
会
定
期
総
会
と
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
郡
山
か
ら
の
ご
来
賓
と
し
て
、

母
校
学
校
長
の
渡
辺
昇
氏

（九
十
期
）
、
校
内
幹
事
の

染
谷
仲
宣
氏

（百
五
期
）
、
安
積
桑
野
会
会
長
の
安
孫

子
健

一
氏

（八
十
期
）
、
安
積
歴
史
博
物
館
の
橋
本
文

典
氏

（八
十
四
期
）
の
四
名
を
お
迎
え
し
、
学
生
会
員

十
名
と

一
般
会
員
百
十
名
の
、
合
わ
せ
て
百
二
十
四
名

が
集
ま

っ
た
。
総
会
で
は
冒
頭
、
古
川
清
会
長

（六
十

二
期
）
に
よ
る
挨
拶
が
あ
り
、
総
会

・
懇
親
会

の
参
加

人
数
の
減
少
と
、
年
会
費
納
付
者
の
減
少
を
危
惧
す
る

旨
の
話
や
、
火
の
車
の
台
所
事
情
を
改
善
す
べ
く
対
策

と
し
て
工
夫
に
工
夫
を
重
ね
、
当
会
の
近
未
来
的
な
開

拓
を
突
き
進
め
る
強
い
意
志
の
表
明
が
あ

っ
た
。
ま
た

本
年
は
会
長
改
選
の
年
で
あ
り
、
総
会
議
長
の
浅
川
章

副
会
長

（七
十
六
期
）
の
発
声
で
候
補
者
指
名
を
促
し

た
と
こ
ろ
、
会
員
よ
り
古
川
清
会
長
の
続
投
を
推
挙
さ

れ
、
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
た
。
今
回
の
任
期
を
全
う

す
る
と
、
会
長
在
任
２０
年
と
な
り
、
戦
後
復
興
後
の
会

長
職
の
最
長
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み

に
２
番
手
は
前
会
長
の
澤
田
悌
氏

（四
十
二
期
）
の
１６

年
と
な

っ
て
い
る
。

総
会
後
の
懇
親
会
に
入
る
前
に
、
恒
例
に
よ
り
会
員

の
特
別
講
演
会
が
あ

っ
た
。
講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療

制
度
研
究
会
副
理
事
長
で
医
師
の
本
田
宏
氏

（八
十
六

期
）
、
演
題
は

「外
科
医
３６
年
を
顧
み
て
」
で
あ
る
。

今
や
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
、
医
師
の
過
剰
労
働
問

題
や
医
療
制
度
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
改
革
の
必
要
性
を

熱
く
語

っ
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
崩
壊

へ
の
道
を
突
き
進

む
で
あ
ろ
う
高
齢
者
の
社
会
保
障
制
度
や
医
療
制
度
に

対
し
、
特
に
関
心
が
高
い
会
員
諸
兄
に
は
大
い
に
役
立

つ
内
容
で
あ

っ
た
。

引
き
続
き
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会
で
あ
る
。
開
宴

一

番
に
斉
藤
英
彦
会
長
代
行
の
挨
拶
後
、
来
賓
の
学
校
長

と
安
積
桑
野
会
会
長
の
ご
挨
拶
を
賜

っ
た
。
出
席
者
中

最
高
齢
の
長
尾
壮
七
氏

（六
十

一
期
）
に
よ
る
乾
杯
の

音
頭
で
楽
し
い
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
椿
山
荘
の
お
い

し
い
料
理
と
飲
み
放
題
の
ア
ル
コ
ー
ル
、
グ
ラ
ス
を
片

手
に
旧
友
た
ち
を
回
り
再
会
を
喜
び
あ
い
、
ま
た
世
代

を
超
え
て
の
懇
親
に
旧
交
を
温
め
あ

っ
た
。
若
手
会
員

の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
お
じ
さ
ん
た
ち
に
は
ま
ぶ
し
い

女
子
会
員
の
話
を
聞
き
、
「私
は
ミ
ス
芝
浦
工
大
２
０

１
７
に
選
ば
れ
ま
し
た
」
と
い
う
電
子
工
学
科
２
年
生

の
女
子
も
現
れ
、
隔
絶
の
感
を
得
た
の
は
私
だ
け
で
は

あ
る
ま
い
。
心
臓
ヨ
ガ
な
る
初
耳
の
施
術
を
会
員
女
性

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
指
導
の
下
全
員
参
加
で
実
施
し
、
さ
ら

に
校
歌
や
紫
の
旗
ゆ
く
所
を
心
置
き
な
く
大
合
唱
し
た
。

瞬
く
間
に
予
定
の
２
時
間
が
過
ぎ
、
来
年
の
再
会
を
誓

っ

て
、
三
々
五
々
と
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
二
次
会

へ
と
　
３５
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総会後の懇親会で、自己紹介する若手会員

移
動
し
て
い
っ
た
。
い
つ
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
日
白

駅
前
の
居
酒
屋
で
は
、
例
年
同
様
の
福
島
弁
が
飛
び
交

う
宴
会
が
続
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
年
は
母
校
創
立
百
三
十
四
年
で
あ
る
。
ま
た

安
積
の
誇
る
大
先
輩
、
朝
河
貫

一
博
士
没
後
７０
年
の
年

で
も
あ
り
、
早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
や
郡
山
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
秋
に
も
続
き
の
記
念
講
演
会
が
あ
る
と
言

う
。
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、
朝
河

貫

一
が
目
指
し
た

『知
』
の
理
想
を
検
証
し
、
今
後
我
々

が
目
指
す
べ
き
指
針
を
考
え
る
良
い
チ
ヤ
ン
ス
と
な

つ

た
と
思
う
。
今

一
度
彼
の
著
書

「
（現
代
文
で
読
む
）

日
本
の
禍
機
」
を
精
読
し
た
い
。
安
積
歴
史
博
物
館
に

て
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
、
会
員
の
皆
様
に
は
ぜ
ひ
　
３６

お
買
い
求
め
願
い
た
い
。
（
こ
の
部
分
は
、
橋
本
文
典

氏
か
ら
の
お
願
い
。
）

安
積
開
校
か
ら
の
歴
史
は
と
て
も
長
い
。
そ
し
て
明

治
２６
年

（１
８
９
３
年
）
１‐
月
５
日
に

「東
京

・
向
島

洋
酒
店
す
み
や
」
に
て
福
島
県
尋
常
中
学
校
茶
話
会
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
１
２
５
年
、
東
京
桑
野
会
の
歴
史
も

同
様
に
長
い
の
で
あ
る
。
昨
年
５
月
、
東
京
桑
野
会
会

則
の
第
２
条
に
、
当
会
の
設
立
日
を
先
の
如
く
記
載
し

た
。
会
員
諸
兄
に
は
こ
の
重
み
を
ぜ
ひ
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
。
ま
た
総
会
冒
頭
の
古
川
会
長
挨
拶
の
中
で
、

東
京
桑
野
会
の
活
動
に
つ
い
て

『近
未
来
的
な
開
拓
を

突
き
進
め
る
強
い
意
志
』
の
表
明
が
あ

っ
た
が
、
総
会

や
懇
親
会
、
会
報
の
発
行
に
限
定
さ
れ
ず
多
く
の
会
員

が
参
加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
、
ぜ
ひ
と
も
具
現

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
務
局
お
よ
び
広
報
部
会

を
中
心
に
し
て
知
恵
を
絞
り
、
具
体
的
な
行
動
計
画
を

長
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
今
後
百
五
十
年
い
や
二

百
年

へ
の
歴
史
を
刻
み
、
安
積
桑
野
会

の
益
々
の
発
展

と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
本
稿
を
終
え

る
こ
と
に
し
た
い
。

今年も絶好調、大矢真弘応援園長 (88期 )

全二
案
し
た
レヽ

量

Ｐ

‐

平成30年度東京嚢瑯書撃

勁 務奪ヽ

露

‐t,渕 :

翁

饉

‡
―

■
―

Ｉ
Ｉ
Ｉ
格
１
１
＝
機
一

|ド
|||

響

一一一一一一一
，

亀

凛
　
　
　
■
一一一爾
一一一一一

■
■
・
鷲
■

「

鵞
一一一


